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ACIやScopusなどの国際的なデータベースに収録され
たいのであれば、方針を変える必要がある。それが『国
際標準化』するということだ」と回答した。「英語」
と「ローマ字」の区別が明確に共有されなかったこと
も一因となり、議論はやや錯綜した。先述のとおり、
ScopusおよびWoSでは引用文献の「ローマ字化」が
要件であり、英語への「翻訳」は求めていない。一方、
ACIの会議資料では引用文献も「英語」で記載するこ
とを評価基準として挙げ、口頭でもそうした説明が
あった。
タイ語の引用文献を「ローマ字化」ないし「英語化」
して記載することには、著者の負担とは別の問題も存
在すると考える。それは、元の言語から他の文字ない
し言語に変換された書誌情報が、どの文献を指すのか
判然としない事態が想定されることである。同じ文献
を指していても、ローマ字化の方法が異なれば違う文
献を指すようにみえる。また、タイ語から英語に翻訳
された書誌情報をもとに、該当のタイ語文献に正しく
当たることは難しい。タイ語文献を用いる研究者に
とっては、引用文献はタイ語綴りのまま記載される方
がずっと分かりやすく、文献検索も容易である。した
がって、「国際標準化」を目指すことが、学術情報流
通をむしろ妨げる方向に働かないか、慎重に検討する
必要があろう。同時に、引用文献をタイ語綴りのまま
記載することを許可するTCIのような国内の学術誌に
特化したデータベースは、国際規模のデータベースに
収斂されずに並存することが望ましい。ローマ字を言
語に使用しないミャンマーやカンボジア等でも同様の
ことがいえるだろう。
●おわりに
TCIが誕生してから約15年が経過した。この間に学
術誌のオープンアクセス化が加速するといった国際的
な潮流も影響し、タイ学術誌は、単に発信する媒体で
はなく、読まれる／引用されることを意識した媒体へ
と変化を遂げた。この変化を生んだのは、TCIセンター
の存在である。個々で活動していた数百にも上る編集
者を組織し、国際標準の学術誌を出版するという同じ
方向へ向かわせた功績は大きい。とりわけインパクト
ファクターの数値を上げることよりも、学術誌の統一
的な形態を確立し、個々の論文を含めその可視性を高
めることを重視する取り組みは、高く評価されて良い
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